


「宗
祖
法
然
上
人
８
０
０
回
大
還
忌
」
配
念
事
業

舞
台
づ
く
り
は
着
々
と
進
み
、

法
然
さ
ん
へ
の
マ
イ
ン
ド
も
高
ま
る
′
・

「法
然
上
人
と
今
、

す
べ
て
の
い
の
ち
」
を
テ
ー
マ
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
召
不
祖
法
然
上
人
８
０
０
回
大
遠
忌
」
記
念
事
業
、

あ
と
三
年
と
せ
ま
り
、

そ
の
舞
台
づ
く
り
は

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
。
２
０
０
６
年
に
始
ま
っ
た
阿
弥
陀
堂
外
部
の
修
復
工
事
は
予
定
通
り
完
了
し
、

内
部
の
荘
厳
の
彩
色
復
元
も
着
実
な
進
捗
状
況
で
進
み
、

元
の

鮮
や
か
な
色
彩
を
取
り
戻
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

御
影
堂
の
瓦
葺
き
替
え
は
、

昨
年
十
二
月
に
足
場
が
組
ま
れ
、

今
年
に
は
い
り
本
格
的
な
葺
き
替
え
エ

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

四
万
四
千
枚
の
瓦
が
す
べ
て
葺
き
終
わ
る
の
は
今
年
十
月
。

阿
弥
陀
堂
と
あ
い
ま
っ
て
美
し
い
葺
の
波
を
見
せ
、

荘
厳
な
景
観
を
創
り
ま
す
。

一方
、

ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
は
、

お
待
ち
受
け
特
別
法
要
は
三
十
七
か
寺
を
巡
教
し
、

法
然
さ
ん
へ
の
マ
イ
ン
ド
は
高
ま
り
、

「法
然
上
人
を
歩
く
旅
」
は
姫
路
ま
で
到
達
し
、

全
行
程
の
半
ば
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

第
一回
「法
然
上
人
へ
の
絵
手
紙
募
集
」
は
力
作
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
、

応
募
総
数
百
十
三
点
の
な
か
か
ら
優
秀
作
十
四
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

今
年
、岐

阜
で
記
念
大
会
が
十
月
二
日
、

岐
阜
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ
る
な
ど
、

大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
御
遠
忌
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

永
観
堂
の
本
堂
、

阿
弥
陀
堂

〈京
都
府
指
定

文
化
財
）
は
慶
長
二
年

（
一
五
九
七
）
に
大
阪

四
天
王
寺
の
最
奈
羅
堂
と
し
て
建
て
ら
れ
、

十
年
後
の
慶
長
十
二
年

（
一
六
０
七
）
に
永
観

堂
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

移
築
当
時
に
は
、

阿

弥
陀
堂
の
荘
厳

と
し
て
極
楽
浄

上
を
思
わ
せ
る

彩
色
が
堂
の
内

外
全
体
に
施
さ

れ
て
い
た
と
い

わ
れ
ま
す
。

二
ｉ
‥
六
年
初

頭
の
調
査
に
よ

り
、

内
陣
の
柱
の
上
部
か
ら

「
ぬ
し
　
や
ぎ
ゅ

つヽ
　
慶
長
十
二
年
」
と
判
読
で
き
る
墨
書
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

堂
内
の
鴨
居
に
は
、

録
木
瓜
花
久
留
子

・
切
竹
久
留
子
文

（か
ん
も

っ
こ
う
は
な
く
る
す

。
き
り
た
け
く
る
す
も
ん
）

と
呼
ば
れ
る
十
字
架
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
幾
何

学
模
様
が
描
か
れ
て
お
り
、

塗
装
の
状
態
か
ら

こ
の
模
様
は
最
奈
羅
堂
時
代
の
装
飾
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

他
に
も
牡
丹
唐
車
模
様
、

瑞
鳥
、

龍

や
唐
草
、

亀
甲
文
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
彩
色
が
施

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、

法
然
上
人
８
０
０

回
大
遠
忌
記
念
事
業
と
し
て
、

阿
弥
陀
堂
の
彩

色
を
復
元
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
建
物
自
体
の
保
存
修
理
工
事
は
、

完

了
し
、

内
部
の
調
査
、

彩
色
復
元
が
川
面
美
術

研
究
所
の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
．

永
観
堂
で
い
ち
ば
ん
大
き
な
堂
宇
で
あ
る
御

影
堂
は
、

大
正
三
年

（
一
九

一
三
）
に
上
棟
し

た
総
欅
造
り
の
建
物
で
、

宗
祖
法
然
上
人
を
お

祀
り
し
て
い
ま
す
。

永
観
堂
で
は
最
も
新
し
い

建
物
で
す
が
、

築
後
九
十
年
余
り
を
経
過
し
、

近
年
雨
漏
り
な
ど
を
発
生
し
て
お
り
、

屋
根
瓦

の
補
修
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、

法
然
上
人
人
こ
こ
回
大
遠
忌
の
記
念

事
業
と
し
て
、

御
影
堂
の
屋
根
瓦
の
総
吹
替
え

を
行
い
ま
す
。

阿
弥
陀
佛
の
四
十
八
願
に
準
じ
四
十
人
本
の

丸
柱
に
支
え
ら
れ
る
堂
の
広
さ
は
、

間
回
十
二

問

・
奥
行
十
二
間
こ

そ
の
屋
根
の
総
面
積
は

一
四
．こ

二

・
九
四
平
方
米
、

使
用
さ
れ
る
瓦
は

全
部
で
約
四
万
四
千
枚
。

昨
年
十
二
月
に
足
場

が
組
ま
れ
、

素
屋
根
に
覆
わ
れ
、

瓦
を
お
ろ
す

作
業
か
ら
始
ま
り
、

今
年
に
入
り
本
格
的
な
桟

葺
き
耐
震
工
法
で
工
事
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、

竣
工
は
本
年
十
月
の
予
定
で
す
。

外部の修復を完了 した阿弥陀堂

葺き替えられる大殿の大屋根



二
〇
〇
六
年
十
月
九
日
、

岡
山
県
の
誕
生
寺

を
出
発
し
て
、

法
然
上
人
が
お
母
さ
ん
と
別
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る

「仰
叡
の
灯
」
と
い
う
遺
跡

を
顕
彰
し
、

淳
山
ま
で
歩
い
た
第

一
回
を
皮
切

り
に
、

出
雲
街
道
を
束
進
し
勝
間
田
、

林
野
、

土
居
、

万
能
峠
を
越
え
て
播
磨

〈兵
庫
県
〉
に

入
り
上
月
、

作
用
、

三
日
月
と
歩
き
ま
し
た
。

三
日
月
で
は
当
山
の
寺
院

「福
仙
寺
」
に
参
拝
、

さ
ら
に
新
宮
か
ら
南
下
し
て
龍
野
に
入
り
、

本

龍
野
の
当
山
の
寺
院

「普
音
寺
」
に
お
参
り
し

て
、

太
子
町
を
経
て
第
七
回
目
に
し
て
姫
路
に

到
達
し
ま
し
た
。

距
離
に
し
て
百
十
八
キ
ロ
、

全
行
程
二
百
七
十
キ
ロ
の
半
分
近
く
ま
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
山
陽
道
を
東
進
し
、

西
宮
か
ら

西
国
街
道
を
通
り
京
都
に
向
か
い
ま
す
。

第

一
回
　
誕
生
寺
～
津
山
　
　
　
　
十
六

五
キ
ロ

第
二
回
　
津
山
～
林
野
　
　
　
　
　
十
七
キ
ロ

第
二
回
　
林
野
～
美
作
土
居
　
　
　
十
五
キ
ロ

第
四
回
　
美
作
土
居
～
播
磨
徳
久
　
十
八
キ
ロ

第
五
回
　
播
磨
徳
久
～
千
本
　
　
　
十
六
キ
ロ

第
六
回
　
千
本
～
本
龍
野
　
　
　
　
十
六

五
キ
ロ

第
七
回
　
本
龍
野
～
姫
路
　
　
　
　
十
九
キ
ロ

今
回
、

歩
く
旅
で
は
法
然
上
人
比
叡
登
山
の

折
、

観
覚
が
も
た
せ
た
手
紙

「進
上
大
聖
文
殊

菩
薩

一
躯
」
の
故
事
に
ち
な
ん
で
、

文
殊
菩
薩

像
と
と
も
に
比
叡
を
め
ざ
し
て
歩
い
て
い
ま
す
。

宗
祖
法
然
上
人
８
０
０
回
大
遠
忌
記
念
大
会

「法
然
上
人
と
今
、

す
べ
て
の
い
の
ち
」
は
、

本
年
十
月
二
日

（金
）
岐
阜
羽
島
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
春
に
は
兵
庫
大
会
、

秋
に
東
京
大
会
と
開
催
さ
れ
、

多
く
の
檀
信
徒

に
感
動
を
あ
た
え
た
あ
の
ド
ラ
マ
を
岐
阜
に
持

ち
込
み
、

岐
阜
の
檀
信
徒
の
方
に
お
届
け
し
た

い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

岐
阜
大
会
の
細
部
は
ま

だ
決

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

大
枠
は
兵
庫
県
大
会
、

東
京
大
会
を
踏
襲
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

想
定
さ
れ
る
展
開
は
、

永
観
堂
の
梵
鐘
を
合
図

に
司
会
者
が
登
場
し
、

開
会
を
告
げ
る
と
記
念

大
会
が
始
ま
り
ま
す
。

ま
ず
、

鬼
頭
誠
英
宗
務
総
長
の
挨
拶
で
口
火

が
切
ら
れ
る
と
、

最
初
の
法
話
が
始
ま
り
、

十

五
分
間
語
ら
れ
ま
す
。

続
い
て
も
う

一
席
法
話

（十
五
分
）
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。

終
わ

る
と
五
分
間
の
休
憩
を
と
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
、

管
長
貌
下
と
法
事
部
に
よ
る
特
別
法
要
を
厳
修

い
た
し
ま
す
。

続
い
て
管
長
貌
下
の
御
親
教
が

あ
り
、

第

一
部
を
終
わ
り
ま
す
。

十
五
分
の
休
憩
後
、

第
二
部
が
始
ま
り
ま
す
。

第
二
部
は
、

古
屋
和
子
さ
ん
の
琵
琶
で
奏
で
る

「法
然
上
人
物
語
」
で
す
。

四
十
五
分
間
た
っ

ぷ
り
と
法
然
上
人
の

一
代
記
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

語
り
終
え
れ
ば
、

会
場
全
体
で
コ

枚
起
語
文
」
を
合
唱
。

最
後
に
、

岐
阜
県
宗
務
支
所
長
の
閉
会
の
挨

拶
で
幕
を
開
じ
ま
す
。

法
然
上
人
の
教
え
を
胸
に
、

念
佛
す
る
歓
び

を
未
来
に
伝
え
よ
う
と
始
ま

っ
た
特
別
法
要

・

伝
道
、

い
わ
ゆ
る
お
待
ち
受
け
法
要
は
、

二
〇

〇
六
年
六
月
四
日
、

神
戸
市
の
阿
弥
陀
寺
を
皮

切
り
に
、

七
月
と
十
月
に
は
京
都
府
下
で
、

二

〇
〇
七
年

一
月
に
は
岐
阜

・
愛
知
で
、

四
月
に

は
福
井
県

・
京
都
府
下
で
、

七
月
に
は
北
海
道

で
、

十
月
に
は
京
都
府
下
で
、

そ
し
て
二
〇
〇

八
年

一
月
に
は
京
都
府
下
で
と
次
々
と
念
佛
の

輪
が
広
が
り
、

派
内
の
寺
院
二
十
七
か
寺
に
及

び
ま
し
た
。

「す
ば
ら
し
い
法
要
だ

っ
た
岩
良

い
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
」
と
い
う
声

を
各
所
か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

全
国
百
か

寺
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
希
望
の
寺
院

は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
に
実
出
さ
れ
た
御
寺
院

二
〇
０
六
年

六
月
四
日
　
　
阿
弥
陀
寺

七
月
八
日
　
　
本
慶
寺

・
休
務
寺

・
積
善
寺

七
月
九
日
　
　
常
秦
寺

・
真
如
寺

十
月
十
三
日
　
極
葉
寺

・

十
月
十
四
日
　
法
音
寺

・
常
林
院

十
月
十
五
日
　
地
議
院

・
浄
心
寺

二
〇
〇
七
年

一
月
十
九
日
　
来
昌
寺

一
月
二
十
日
　
立
政
寺

・
挙
光
寺

一
月
二
十

一
日
　
寿
琳
寺

・
玉
泉
院

四
月
十
二
日
　
安
泰
寺

四
月
十
四
日
　
安
養
寺

・
法
柴
寺

四
月
十
五
日
　
竹
林
寺

・
安
阿
弥
寺

七
月
六
日
　
　
天
性
寺

七
月
七
日
　
　
沼
貝
寺

・
善
来
寺

・
善
導
寺

七
月
八
日
　
　
法
然
寺

・
善
光
寺

十
月
十
三
日
　
安
井
念
佛
寺

・
西
寺

・
寅
樹
寺

十
月
十
四
日
　
太
秦
常
楽
寺

・
山
ノ
内
念
佛
寺

二
〇
〇
八
年

一
月
十
八
日
　
専
念
寺

一
月
十
九
日
　
若
王
寺

・
西
福
寺

一
月
二
十
日
　
稲
名
寺

・
中
堂
寺

法
然
上
人
が

一
二

一
二
年

（建
暦
二
）
、

門

弟
源
智
に
浄
土
往
生
の
要
義
を

一
枚
の
紙
に
和

文
で
記
さ
れ
た
も
の
が

一
枚
起
語
文
で
す
。

日
称
念
佛
こ
そ
、

本
願
の
念
佛
に
ほ
か
な
ら

ぬ
こ
と
を
述
べ
、

ま
た
無
知
な
も
の
と
同
じ
よ

う
に
、

自
身
を

一
文
不
知
の
愚
鈍
の
身
に
お
と

し
、

専
ら
念
佛
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す
。

短
い
文
章
で
す
が
、

専
修
念
佛
の
要
旨
が
簡
潔

に
説
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
短
い
文
章
を

一
字
ず
つ
写
し
取

っ
て
、

そ
の
精
神
を
心
に
刻
み
ま
し
ょ
う
。

「書
写
す

れ
ば
、

よ
く
大
願
を
成
就
す
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

わ
ず
ら
わ
し
い
現
実
か
ら
離
れ
て
た
だ
ひ
と
り

机
に
向
か
っ
て

一
心
に
写
す
と
き
、

す
ぐ
に
は

理
解
で
き
な
く
て
も
、

や
が
て
心
の
底
深
く
沈

ん
で
、

深
い
信
仰
へ
と
導
い
て
く
れ
ま
す
。

写
経
し
て
本
山
へ
納
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

す
べ
て
回
向
し
て
御
影
堂
の
納
経
所
に

一
年
間

祀
ら
れ
ま
す
。

授
戒
会
受
者
募
集

平
成
二
十

一
年
五
月
二
日
；
六
日

こ
の
五
日
間
は
す
べ
て
休
日
と

な
り
ま
す
の
で
、

お
勤
め
の
方

も
受
け
や
す
く
、

ひ
と
り
で
も

多
く
の
方
に
と
願
つ
て
い
ま
す
。



法
然
上
人
さ
ま
に
子
紙
を
出
す
と
い
う
仮
想
の
な
か
で
、

未
来

へ
の
想
い
を
語

っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
趣
旨
で
、

第

．

回

「法
然
上
人

へ
の
絵
子
紙
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

金
田
か

ら
百
通
を
超
え
る
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

二
月

一
日
、

事
務
局
文
化
部
長
を
委
員
長
に
ヽ
派
役
職
員

十
名
か
ら
な
る
選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

法
然
上
人

へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容

・
独
向
性
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
絵
の
整
合

性
な
ど
の
評
価
基
準
に
照
ら
し
て
、

入
選
作
卜
四
点
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

入
選
者
に
は
、

賞
品
の
発
送
を
も

っ
て
発
表
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
　
な
お
、

応
募
作
品
は
水
観

堂
に
お
い
て
、

〓
今月

．
Ｈ
か
ら
五
局
木
日
ま
で
展
示
し
て
い

ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い

今
回
が
第

一
回
目
で
す
が
、

以
下
の
予
定
で
募
集
し
ま
す

の
で
、

ど
ん
ど
ん
応
募
し
て
く
だ
さ
い

第
二
回
　
平
成
一
．十

年
卜
川
～
卜
二
川

第
二
回
　
平
成
一
．十

．
年
十
月
～
卜
一
月

第
四
回
　
平
成
一
．十

　
年
十
用
～
卜
　
川

発
行
所

宗
祖
法
然
上
人

８
０
０
回

大
違
忌
記
念
事
業
事
務
局

〒
六
〇
六
‐
八
四
四
五

京
都
市
左
京
区
永
観
堂
町
四
八

電
　
話

①
七
五
十
七
六

一
‐
〇
〇
〇
七

Ｆ

Ａ

Ｘ

Ｏ
七
五
　
七
七

一
　

四

二
四
三

Ｅ

メ

ー

ル
　

Ｎ
Φ
ヨ
■

〓

↓

〔
）
〇
一
天
Ｄ
Ｄ
α
Ｏ
　
Ｏ
【
　
一
〇

二
〇
０
八
年
二
月

二
十
五
日
発
行

し
い
六
ノＴ

ノて
脅

に

も、キAt

よ

亡

た

。

～

佳
作

（順
不
同
）

林
　
　
伸
朗
様

村
木
　
通
輝
様

増
田
誠

一
郎
様

白
石
袈
禁
夫
様

本
田
し
お
ん
様

吉
田
　
雅
子
様

五
島
千
鶴
栄
様

石
田
　
一
子
様

勝
間
田
晃

一
様

石
見

秀
治
様

（東
京
都
）

（東
京
都
）

（東
京
都
）

（東
京
都
）

（東
京
都
）

（滋
賀
県
）

（京
都
府
）

（京
都
府
）

（山
田
県
）

（大
分
県
）

日 日

肉
親
の
死
を
通
じ
て
、

人
は
上
に
還
る
こ
と
、

肉
親
の
還

っ
た
土
を
汚
き
な
い
と
い
う
思
い
が
幼

い
言
葉
と
絵
で
綬
ら
れ
て
い
ま
す
　
地
球
環
境
保
全
を
意
識
し
た
作
で
は
あ
り
ま
す
が
、

宗
教
観
、

倫
理
観
が
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
昨
今
、

幼
い
と
き
か
ら
こ
の
よ
う
な
感
性
を
育
む
こ
と

が
信
仰

へ
の
出
発
点
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
思
わ
せ
る
作
品
で
す

優
秀
作
品
　
一界
都
府

・
山
本
悦
子
様

優
秀
作
品
　
大
阪
府

・
植
田
祥
子
様

段才
　
曳一　
　
評
別
笛
門

‐ヽ′′
…

ナ
ー
て

け
，
メ
メ
　
稼
野
許
７

■
　

ヽ／‐
　
′
Ｊ〃

計
将
輪
有
【

掲
去
面
“
″

服
蚊

や
ろ
マ

に
か

たヽ
れ

ドリ
コ
ｒ
卜の

芸
＞Λ舟

領
悔
量
下

た
か
々
く

～
附
よ

し

た

。

く
は
死
に
で
し
ま

つヽ
と
土

に
か

たヽ
る

／
，押
り
ま

て
土

喰

こ
れ

小

京
都
府

・
大
田
ゆ
い
様

優
秀
作
品
　
静
岡
県

。
佐
藤
築
様

た操
塩


